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1リリース項目一覧 1/2

NO. 対象機能 対象 概要 詳細

1 プロジェクト詳細
モバイルアプリ
WEBアプリ

機能改善です。
点群タブの名称を処理ステータスの文言と一致させ、
処理状態が分かりやすくなるよう改善しました。

P.3にて詳細説明しています。

2 SfMアップロード機能 モバイルアプリ

機能改善です。
SfM処理の現場選択の際、参加現場の多いユーザが
特定の現場を探す際に見つけづらい問題がありまし
たので、iOSアプリでも、アップロード時文字列で
現場を検索してから選択できるよう改善しました。

P.4にて詳細説明しています。
文字列検索も可能となりましたが、従来通り、現場の一覧から
選択することも可能です。

3 外部連携
モバイルアプリ
WEBアプリ

機能改善です。
LandlogViewer、Dashboard連携の際のダイアログ
で、プロジェクト名が長いとスクロールする必要が
出るため、ダイアログのサイズを変更しました。

左記の通り。

4 ユーザ情報
モバイルアプリ
WEBアプリ

機能改善です。
ログインした際、ログイン中のユーザ名が表示され
るよう改善しました。

P.5にて詳細説明しています。

Smart Construction Quick3D(以下SC Quick3D)のアップデートについて、
    以下の日程・内容にてリリースを致します。 

日程：日本時間 2月7日(水)(予定) 18:00～20:00
          (リリース作業中は、一時的にアプリが使えなくなります。) 

NO. 現行最新 今回リリース

モバイル Ver1.62 Ver1.63

WEB Ver1.68 Ver1.69• モバイルアプリ：アプリの自動アップデートをONにしていない場合は、
App-Storeにて手動でアップデートしてください。

• Webアプリ ：本リリース内容については自動的にアップデートされ、
ご利用者並びにご利用中のデータにも影響はございません。



2リリース項目一覧 2/2

NO. 対象機能 対象 概要 詳細

5 SfMアップロード機能 WEBアプリ
機能改善です。
アップロード時の文言を統一するため、イン
ポートからアップロードに変更しました。

左記の通り。

6 プロジェクト詳細 モバイルアプリ

不具合対策です。
iOSアプリにおいて、ステータスダイアログを×
ボタンで閉じることができなくなっていたため
修正いたしました。

左記の通り。

7 プロジェクト詳細
モバイルアプリ
WEBアプリ

不具合対策です。
プロジェクト詳細のステータスダイアログの×
ボタンがダイアログにかぶさって見づらくなっ
ていたため修正いたしました。

左記の通り。
P.6にて詳細説明しています。

8 座標変換機能、計測機能
モバイルアプリ
WEBアプリ

不具合対策です。
座標変換、計測時、点を選択した後、画面上で
設定される位置がずれる事象が発生しておりま
したので修正いたしました。

左記の通り。

9 座標変換機能
モバイルアプリ
WEBアプリ

不具合対策です。
プロジェクト詳細の座標入力タブで、座標点を
追加して直接入力で座標値を入力した場合、正
常に入力できない不具合がありましたので修正
いたしました。

左記の通り。

10 パーソナライズ設定
モバイルアプリ
WEBアプリ

不具合対策です。
設定項目の外観をライトモードにした際に正常
に外観が切り替わらない箇所がありましたので
修正いたしました。

左記の通り。



3

座標変換前、座標変換後がそれぞれSfM処
理完了、座標変換完了に変更されています。

従来

本リリース後

No1 プロジェクト詳細



4

検索文字列に一致した現場のみフィルタさ
れるようになり、現場の検索性が向上しま
した。

本リリース後

No2 SfMアップロード機能

文字列検索で一致した現場をタップするこ
とで選択可能です



5

ログイン後、ユーザ名が表示されるようになりました

従来

本リリース後

No4 ユーザ情報
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アップロードの文言の変更を行いました

従来

本リリース後

No5 SfMアップロード機能
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ライトモードにすると隠れるようになってしまっていた
ため、位置を修正しました。

従来

本リリース後

No7 プロジェクト詳細
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EOF
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